
投稿俳句・短歌集 第 ８ 号

ブカレスト ２００８．６．１２

＜ 次々と 島を繰り出す タイミング 親子の意気を みんなに示し ＞

運動会の親子ゲームはとても見応えがありました。段ボールの「島」をできるだけ早くくり出さなけ

ればならないし、親子それぞれの歩幅を読み取って、「島」を置いてゆく。皆さんの意気投合したゲーム

運びに観客から大声援がありました。

みなさんの感動を、「俳句」「短歌」にしてみましょう。どしどし投稿して下さい。

○ ほんよみは （H.M.さん）

とてもうるさい

だけどよむ

毎朝やっている読書、１・２年生はみん

なが大きな声でよんでいるんですね。

きっと、心が育ちますね。

○ きょうは （N.H.さん）

しっぽとり

だいばとるを

したよ たのしかったよ

えんそくの時にやった楽しいゲーム

でしたね。人間はうしろに目がないから

たいへんでしたね。

○ なつやすみ （H.M.さん）

とてもあついな

でもすきだ

あと、１ヶ月とちょっとで夏休みに

なってしまいます。Hさんはもう

夏休みのけいかくができましたか？

○ イースター （N.K.くん）

こうえんいったら

しまってた

「しまってた」のおちがおもしろいで

すね。Nくん、しょうかいが遅くなってご

めんなさい。

○ 外あそぶ （N.M.さん）

みんな元気で

声大き

中休みと昼休みは、皆さんほんとうに

元気ですね。夢中になれば、自然と声も

大きくなりますね。

○ 学校は （K.I.くん）

いろいろべんきょう

楽しいな

Kくんは、どの教科がとくいなんでしょ

うか？それともぜんぶかな？勉強が楽し

いなんて、さいこうですよ。


